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イジングスピン系のように振舞う物理系として，二枚の平板に拘束されたコロイド粒子結晶が

報告されている[1]（Fig. 1(a)）．一方の平板としてカルコゲナイド相変化材料 Ge2Sb2Te5を用い，こ

れに緑色パルスレーザーを照射すると，強い対流が生じて粒子の集合運動を促す[2]．この現象を

利用することで，コロイド粒子結晶の密度操作が可能となる．とくに圧縮操作はコロイドスピン

の熱的ゆらぎを抑えていくことに対応し，基底状態へのアニーリングを想起させる（Fig.1(b)）． 

我々はこのコロイド粒子結晶の観察が，組合せ最適化問題に対するヒューリスティック創出に

つながることを期待し，実験結果の解析を行っている．コロイドスピン系とイジングスピン系と

は基底状態のスピン配位が一致しないことがわかっている[1]．我々はコロイドスピン系の時間発

展を動的モードに分解[3]し，そのダイナミクスを調査した．その結果，コロイド系のイジングス

ピン的挙動は比較的少数の動的モードのみで記述できること，およびそれら少数モードが，最近

接粒子同士の逆位相振動に寄与していることがわかった．これらの事実は，少数モードによるコ

ロイドスピン系ダイナミクスの縮約が，上記の基底状態不一致を解消する可能性を示唆している．  

なお，動的モード解析にあたり大阪府立大学の薄良彦准教授にご助言いただきました．ここに

記して御礼申し上げます． 
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